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らなければならない､政府が金がなくなったらもうやりようがない｡ しかし日本はいろ いろ 出てきて､私立大学など
は自前ですごいキャンパスをお作りになる｡そういうダイナニズムが日本には､非常にあるということでございます｡
実はやや尻切れ トンボになりますが､時間が参りましたので､ここでもしこのあと時 間 が ご ざいましてご質問や私
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京都大学高等教育研究第3号
の発言の機会がありましたら､それに譲らしていただきたいと思います｡尚､私は今朝､東京から京都に着きまして､
タクシーに乗りましてここへ到着したんですが､その時のタクシーの運転手さんとの会話に最近景気どうですかとい
いましたら､非常に悪いですねという話しで､全国的に悪いというような話から､例えば観光はどうですかといった
んですね｡京都はいまでも紅葉が美しい､といったら､いや景気は良くない｡どうして良くないんですか､とききま
したら､だいたい京都の政治が良くないんです､という答えです｡なぜよくないんですかといったらだいたい京都は
観光のために力を入れなくてもお客さんはいくらでも来ると思っていたんです｡だからろくな手を打ってない｡とこ
ろが今や外国へ行く方が安いんですね｡日本みたいな高い国よりは､成田から外国へ行って帰ってきた方が安いとい
う違いであります｡そういう風な話をしましたときに､日本の大学もちょっとそれに似てやしないか｡つまりお客さ
んいくらでも来るといって懐手をしている問にだんだんお客さんの方が離れていきやしないか｡特に日本への留学､
外国への留学｡私ついこの間､フルブライト委員会の依頼でアメリカのアドミッション･オフィサー百人以上の方々
に日本の高等教育の紹介をしたんですが､その時百何十校もの大学がみんな旗立てて学生募集に来ているんですね｡
どういう学生が行くのか分かりませんけれども､その講演の中で ｢あなた方はあんまり､成功しないことを祈ります､
そうでないと日本の大学もだいぶん困るから｣ということを言って笑われたんですけれども､今やそういう時期が来
ているんじゃないかというふうに思った次第です｡どうも失礼いたしました｡
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